
浜松市生活支援体制づくり協議体（第 2 層、和合圏域） 第 2 回会議 議事録 

 

開催日時 令和 5 年 10 月 23 日（月）9 時 30 分から 11 時 20 分まで 

参 加 者 委員：10 人 事業所：6 人 事務局：11 人 

場 所 和合せいれいの里 研修センター 

内 容 １ 開会 

 

２ 挨拶  住吉・和合地区生活支援体制づくり協議体会長 

   

３ 協議内容 

  

① 前回協議体会議までの振り返り 

生活支援コーディネーターより、これまで協議体で話し合ってきた内容について 

共有。各地区の委員より出た意見については下記のとおり。 

【富塚】 

・ラジオ体操×ゴミ出し。まずはラジオ体操からやってみてはどうか。 

・ゴミ出し支援→ニーズを確認することが必要！ 

・協議体で「移動支援」について検討したい。 

 

【住吉・和合】 

・買い物や移動の際、重い荷物を持つのが大変・・・ 

歩行器の貸し出しをしてはどうか。スーパーの買い物カートを借りられないか？ 

 

ゴミ出し支援を検討する上で、8 時半までゴミ出しを行わなければならないこと

や個人情報の問題、ニーズがどこにあるのか等さまざまな課題があがった。その話

し合いの延長で、ゴミ出し以外の課題もでてきた。 

ゴミ出しに困っている人＝ゴミ出し以外にも困っていることがある人 では？ 

⇒今回の会議では、委員から出た意見を踏まえ 

「外出」や「移動」に焦点を当ててく。 

 

② さまざまな「外出」「移動」のかたちを知る 

生活支援コーディネーターより説明。 

 

（協議体で出た意見）スーパーの買い物カートを借りられないか？ 

→圏域内のスーパーへ聞き取りを行った。 

聞き取りをしたスーパーではどこも買い物カートの貸出は不可。 

しかし、なかには無料の配送サービスを行っておりそのサービスで代用できると 

いう情報を得られた。 



 

「外出」「移動」のかたちについて 

自  助・・・シニアカー、歩行器、自身の健康づくり 

公  助・・・公共バス、地域バス、介護保険ヘルパー 

民間企業・・・タクシー、移動販売、ネットスーパー、デリバリー、レンタカー 

カーシェア、ライドシェア 

  共  助・・・外出支援、家事支援(買い物支援）、配食サービス 

買い物ツアー、移動型サロン  など 

   

   上記について説明。また、福祉車両を使った移動支援事例についても情報提供を

行った。 

 

③ グループワーク 

  ～地域でできる「外出」「移動」の支援について～ 

住吉・和合、富塚地区のそれぞれに分かれてグループワークを行い、今後の方向

性について意見交換した。 

 

４ 連絡事項 

次回会議日程(案)：令和 6年 1月 29日（月）9：30～11：00 

 

５ 閉会 

今 後 の 

見通し等 

協議体会議では、さまざまな「外出」「移動」のかたちをテーマに、自助、共助、公

助、民間企業で行う外出の支援や方法について説明した。その後のグループワークで

は活発な意見交換が生まれ、富塚地区では自治会館での移動販売の実施、住吉和合地

区では歩行器の貸出について次回会議までに動いていく。CSW、関係機関、自治会や

地区社協と連携しながら、まずは外出支援、買い物支援の第一歩を踏み出したい。 

 


